
             

＜
教
育
目
標
＞
 

よ
く
考
え
、
進
ん
で
実
践
す
る
生
徒
 

＜
重
点
目
標
＞
 

自
分
を
大
切
に
し
、
他
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
 

互
い
に
高
め
合
う
生
徒
の
育
成
 

～
豊
か
な
体
験
活
動
と
話
合
い
活
動
を
通
し
て
～
 

〇
自
立
し
た
人
間
と
し
て
、
主
体
的
に
判
断
し
、
多
様
な
人
と
協
働
し
な

が
ら
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
人
（
国
）
 

〇
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
と
誇
り
を
胸
に
、
夢
や
希
望
を
持
っ
て
粘
り
強
く

挑
戦
し
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
け
る
、
た
く
ま
し
い
ひ
と
（
県
）
 

〇
新
発
田
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
も
ち
、
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
、
学
び

続
け
る
子
ど
も
（
市
）
 

令
和
６
年
度
 
新
発
田
市
立
佐
々
木
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
 

各
指
針
等
か
ら
 

生
徒
の
実
態
 

〇
素
直
で
前
向
き
な
態
度
 

〇
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
定
着
 

〇
明
る
い
挨
拶
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
 

△
他
者
を
思
い
や
り
理
解
す
る
力
 

△
困
難
に
立
ち
向
か
う
力
 

△
他
と
関
わ
り
合
う
力
 

保
護
者
地
域
の
願
い
 

〇
生
徒
の
自
立
（
保
護
者
か
ら
）
 

〇
安
全
・
安
心
で
安
定
し
た
学
校
（
保
護
者
・
地
域
か
ら
）
 

〇
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
（
地
域
か
ら
）
 

知
育
 

目
的
を
共
有
し
、
見
通
し
を
も
ち
粘
り
強
く
課
題
に
取
り
組
む
生
徒
の
育
成
 

徳
育
 

認
め
合
い
、
協
力
し
合
い
、
高
め
合
え
る
生
徒
の
育
成
 

体
育
 
心
身
と
も
に
健
康
で
た
く
ま
し
い
生
徒
の
育
成
 

〇
「
自
分
の
良
さ
を
見
付
け
、
自
分
を
伸
ば
す
」
と
肯
定
的
に
回
答
す

る
生
徒
の
割
合
を

90
％
以
上
に
す
る
。
 

〇
「
ク
ラ
ス
や
学
校
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
考
え
て
、
行
動
す
る
」
と

肯
定
的
に
回
答
す
る
生
徒
の
割
合
を

90
％
以
上
に
す
る
。
 

〇
「
い
じ
め
や
い
じ
め
に
つ
な
が
る
行
為
を
し
な
か
っ
た
」
と
肯
定
的

に
回
答
す
る
生
徒
の
割
合
を

10
0％

に
す
る
。
 

〇
「
課
題
に
対
し
て
自
分
が
選
ん
だ
方
法
で
取
り
組
む
こ
と
で
学
び
が

深
ま
っ
た
」
と
肯
定
的
な
回
答
を
す
る
生
徒
を
、
全
校
平
均

90
％
以

上
に
す
る
。
 

〇
「
授
業
が
よ
く
分
か
る
」
と
肯
定
的
な
回
答
を
す
る
生
徒
の
割
合
を

全
教
科
で
全
校
平
均

90
％
以
上
に
す
る
。
 

〇
体
力
テ
ス
ト
の
記
録
が
、
４
種
目
以
上
、
前
年
度
の
自
分
の
記
録
を
更

新
す
る
。
 

〇
秋
に
行
う
２
度
目
の
計
測
で
、
３
種
目
以
上
、
春
の
記
録
か
ら
さ
ら
に

更
新
す
る
。
 

〇
「
食
と
生
活
習
慣
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
中
の

5
項
目
の
合
計
点
が

80
点

以
上
の
生
徒
の
割
合
を
そ
れ
ぞ
れ

80
％
以
上
と
す
る
。
 

〇
個
別
最
適
な
学
び
が
で
き
る
よ
う
、
IC
T
を
利
用
し
た
活
動
も
取
り

入
れ
た
単
元
構
想
図
を
作
成
し
、
授
業
を
行
う
。
 

〇
新
発
田
市
授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
基
づ
き
、
毎
時
間
「
め
あ
て
」
を

掲
示
し
て
授
業
を
行
う
と
と
も
に
、
次
の
学
習
意
欲
に
つ
な
が
る

よ
う
時
間
ご
と
に
授
業
の
振
り
返
り
を
行
う
。
 

〇
新
発
田
市
授
業
ス
タ
ン
ダ
ン
ー
ド
に
基
づ
く
授
業
改
善
チ
ェ
ッ
ク
表

に
よ
る
自
己
点
検
を
行
う
。
 

〇
授
業
参
観
ウ
ィ
ー
ク
を
設
定
し
全
教
員
が
授
業
を
参
観
す
る
。
参
観

後
は
、
参
観
カ
ー
ド
を
記
入
す
る
。
記
入
内
容
を
研
推
が
集
約
し
職

員
に
回
覧
す
る
。
 

〇
諸
活
動
で
生
徒
個
々
に
役
割
を
与
え
、
自
己
評
価
や
相
互
評
価
を
含
む

振
り
返
り
を
行
う
な
ど
自
己
有
用
感
を
育
成
す
る
活
動
を
推
進
す
る
。
 

〇
課
題
を
考
え
、
自
分
の
考
え
を
も
ち
、
合
意
形
成
を
す
る
ク
ラ
ス
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
全
校
集
会
の
場
を
設
け
る
。
 

〇
自
分
事
と
し
て
考
え
、
行
動
で
き
る
人
権
教
育
、
同
和
教
育
を
推
進
す

る
。
 

〇
全
校
生
徒
で
週
１
回
、
体
力
を
高
め
る
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

取
り
入
れ
る
。
 

〇
全
校
で
毎
学
期
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
意
識
さ
せ
る
機
会
を
設

け
る
。
 

〇
振
り
返
り
用
紙
を
す
ぐ
に
職
員
に
回
覧
し
共
有
す
る
。
そ
の
情
報
を
基

に
生
徒
の
頑
張
り
を
称
賛
す
る
。
 

〇
ク
ラ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
内
容
や
方
法
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
う
。
 

〇
人
権
に
対
す
る
職
員
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
。
 

〇
体
力
ト
ッ
プ

10
の
掲
示
を
春
と
秋
の
２
回
実
施
し
、
記
録
向
上
の
意

識
付
け
と
す
る
。
 

〇
取
組
の
内
容
や
結
果
を
、
ほ
け
ん
だ
よ
り
や
掲
示
物
を
通
し
て
職
員
や

保
護
者
に
周
知
す
る
。
 

【
地
域
と
の
連
携
】
地
域
の
よ
さ
を
知
り
、
誇
り
に
思
え
る
生
徒
を
育
成
し
ま
す
。
 

【
関
係
機
関
と
の
連
携
】
学
校
間
、
地
域
組
織
、
行
政
等
と
連
携
し
多
様
な
体
験
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
 

人
権
教
育
、
同
和
教
育
を
教
育
活
動
の
土
台
と
す
る
 


